
【業界初！1 歳からの縫い刺し】指育フェルトシリーズ にょろにょろへびさん 

 

（意匠登録済） 

ご購入いただき本当にありがとうございます。 

子どもが将来、自分の可能性を誰よりも信じ、欲しい未来を手に入れる力、諦めない力を身に付けることを目指して

この教材を考案しました。 

夢を叶える器用なカラダと諦めない強いココロ 

この両輪を兼ね備えていって欲しい 

 

「やりたい」を叶える身体作り 

「できた」の積み重ねは大きなやる気 

幼少期からの家庭の自律から社会の自立へ！！ 

一つで何通りにでも展開できる。そして子どもたちに愛してもらえるものになってほしい。教材たちをどうぞ 

可愛がってあげてください。 

教材について詳しく解説していきますので、ゆっくりしっかりご覧いただきご活用していただけたら嬉しいです。 

ご不安なこと・ご不明なことなどはいつでもご連絡くださいね。info@angelicsmile-baby.com   中島優子 

mailto:info@angelicsmile-baby.com


＝ この教材から得られる結果 ＝ 

オリジナルソング「にょろにょろへびさん」 

１）長短が音楽に合わせて簡単に学べる 

 

ヘビの胴体のパーツを組み合わせて、長いヘビと短いヘビを作ります。 

始めは二体ずつくらい準備してから、音楽を流します。 

あとは、歌に合わせてヘビを振るだけ♬ 

実際に取り組まれたお子様で教室で歌を聴いただけですぐに覚えてしまい、長短も習得 

楽しく遊び、耳に残る音楽で教えるつもりがなくても、覚えてしまう・・・というラクラク簡単。 

「なが～～～いヘビ」 

「短いヘビ」 

なが～い・短い と動作をつけてあげることで覚えやすくなります。 

声の大きさも強弱などつけて、変化を気づかせていくことでわかりやすいです。 

https://www.youtube.com/watch?v=RUBXlbHYZmU&t=2s


◆子どもの言葉の獲得の難易度順 

 

名詞→目に見える形で存在し、言葉と名前（名詞）が分かりやすい。 

形容詞→痛いなど典型的で形容詞は目に見えにくい。概念獲得が難しい 

 長短は形容詞の獲得 ここを目指していきながら言葉をセレクトしていくと更に語彙数が増えてい

きやすいでしょう。 

 

学ぶことが楽しいと思える基礎作りになること 間違いなしです！！ 

２）ボタンとめの練習になる 

 

ぼたん止めは着替えで必要になります。それなのに・・・着替えをそろそろ自分でさせよう。そうお母さ

んが考えるまでなかなか練習をスタートされない方が多い。 

衣服を着ている状態でボタンの練習をすることの難易度の高いこと！！ 

視線を下にいつもあまり見る事のない方向に目を向けながらの作業。 

これではなかなか上達しません。1 歳半すぎたら、ボタン止めに練習を始めてくださいね。 



 

 

ボタン止めの簡単魔法のレシピ 

①まずは右手だけの動きを習得 

 ボタン半分をボタンホールから出す。 

利き手の方へ差し出し、親指と人差し指でつまんで 

引き出す。 

 スムーズになるまで繰り返してください。 

 

 

②ホールから出す部分を少なくしてください。 

半分ほど出していたボタンを 3 分の１程度にする。 

 難易度が高くなるにつれて、左手が自然にでてくると 

思いますので、このあたりから徐々に両手を使う事を 

意識して取り組んでください。 

  

 

③両手でボタンの練習を始めるころ 

お母さんは手を出しすぎずに見守ってください。 

 「できない」状態が続くとやる気が 

なくなってしまうので左で持っている部分を 

そっと補助をして助けてあげてください。 

 

＊ポイントは 

手伝っていることが分からない程度にサポートしてあげてくださいね。 

 

着替えのためのボタン止めは「おそらのハンカチ」のプログラムと合わせてみてくださいね。 

しっかりと基礎作りをすることで、こどもがラクラク「やりたい」を習得していくことができますから。 



 

「おそらのハンカチ」プログラムを併用していただくとより効果的です。 

 

着替えができる！！子どもにとって、大きな自信と喜びを感じるとこができます。 

「自分でやりたい。」誰もが願う想いを叶える！！ 

「やりたい」「やってみたい」の好奇心・意欲を大切に育てる基礎作 

 



３）１歳から始められる縫い刺しワークの基礎作り 

 

 縫い刺しワークなどは売っていますが、年少以上のものが多く、低年齢のものだと 

単純作業の繰り返しで楽しめない。そんな想いから、楽しく縫い刺しの基礎作りをして 

ワークに入った時には少し高度な縫い刺しに入れたら、子どもたちが楽しいのではないかと 

考えました。 

 縫い刺しワークほど指先の器用さには特化していませんが、縫い刺しの動き・手首の使い方を習得し

ていきます。 

 また交互・序列を身に付けていってほしいと思います。 

 ①見せる 

「ヘビのお散歩～」とお母さんが何度も遊んで見せてくださいね。 

 ②できることを教える 

ボタンの要領でヘビの顔だけ出して、子どもに引き出すことだけを行う 

 ③交互に入れることを見せる 

入れる予定の穴を知らせるために反対側からお母さんが手を出してヘビを呼んであげて 

ください。そして、ヘビの顔を受け取っておかあさんが引っ張ってあげてください。 

交互に入れることを知ってもらうことが目的です。 



＊一気にあれこれ欲求をしないこと。小さなステップをクリアしながら、進めていってくださいね。 

知育教材・受験教材ではなく、それ同等の学びに繋がるものが身近にあること。 

ここが子どもが知らずうちに伸びるポイントです。 

 

４）色の認識・習得 

 
 

世の中にはたくさんの色があり、多くの組み合わせがあります。 

色を早く知ることのメリットは自分のココロを扱うことに役立ちます。 

また身の周りのことに興味を持つこと。これはこの先の興味関心にも繋がります。 

毎日、目にしている事象に親子で伝えあうこと。 

小さなうちからこの環境を手にしてください。 

手にしたときに言葉にして聞かせてみてくださいね。 

①見せるきっかけ作り 「赤いヘビだよ。」 

②遊びのきっかけ渡し 「赤いヘビ。はいどうぞ。」 

③おしまいの合図言葉 「赤いヘビ。お片付け。」 



言葉の獲得 魔法の 3 ステップ 

①～③までの3ステップを0歳から丁寧に行うことで2歳になった時の語彙力は劇的に増加傾向が見

られます。 

発語は身体作りも大きく関係してきますので、気になる方はこちらを参考にしてください。 

0 歳からのオンラインプログラム 

大切な我が子のココロを守り、思いやりを育てる「origami ココロワーク」を参考に！！ 

「origami ココロワーク」の PDF はこちらから 

色はね・・・心豊かな感情豊かな子どもたちの成長につなげる素敵なアイテムですよ。 

PDF をお読みになって、必ずお取組みくださいね。 

 

５）虹の色を覚えちゃいます。 

  

日々の生活を学びに変える小さな一歩 

身の周りの当たり前に起きてることみ感動しよう！！ 

 

http://kodomo-outi.work/2018/12/25/online-5/
http://kodomo-outi.work/wp-content/uploads/2019/01/origamiwork.pdf


 

身の周りの自然のひとつとして、日本の四季折々の変化を感じてほしい 

日常生活の中で幸せを感じられる心を育てたい。 

小さな綺麗や幸せから心豊かな子どもたちに育ってほしい。 

幸せの貯金をしていってほしいと願って創り出しました。 

 

日常を学びに変えると毎日、発見ばかり。 

小学校受験問題に季節の花、季節の虫の仲間外れなどがあります。 

もちろん、普段から四季について話をしていたら問題がありませんが、なかなかそうはいきません。 

正直、私も子育て中にしっかり教えることはできませんでした。 

それでも小学校受験を控えている子の指導をする中で、なるほどな～とこんなことに目を向ける習慣

があるってとっても素敵だな～と感じました。 

情緒豊かになるし、親子の会話も増えていきます。 

それにはお母さんの知識が必要だということも知りました。 

虹の色の順番を知らない。 

花の種類を知らない。 

虫の季節を知らない。 

これでは子どもたちに情操教育はできないのではないかと感じます。 

ここでお母さんももっともっと興味・知識を広げていってほしいと思っています。 

＝虹のプチ情報＝ 

◆色⇒7 色（人によって見える数は違うと言われています。） 

◆赤→橙→黄→緑→青→藍→紫 

 または 

 赤→橙→黄→緑→水色→青→紫 

◆空中から見ると円を描く 

 外から赤→橙→黄→緑→青→藍→紫 

◆国によって見え方がちがうようです。 

色の少ない国だと赤と黒の二色、多い国だと八色 

◆子どもに教えるときのお話 

「虹が見える時は、空に雨の粒がたくさん漂っていて、太陽の光が雨つぶの中で跳ね返って 

虹ができるんだよ。」 

 



【自分で決めるは最高の教育】 

 

基本的生活習慣は賢い子に育てる 

自分のことが自分でできる。 

基本的な生活ができることが当たり前の家庭の風景 

状況把握をしながら、自らの行動を決める。 

毎日の生活で「自分で決める」ことの繰り返し。 

この「決める」が大きなポイント！！ 

こんなこと？というような小さなことの数々 

・着用する衣類 

・外出時刻までの過ごし方 

・トイレにいくタイミング 

・外出時の自分の持ち物 などなど 

日々の小さな決めるの積み重ねが自分らしい生活を築いていく基盤になる 

自発的な動き・主体的な動きができる子どもたちになる 

やらされる勉強 

教えられる勉強 

受け身になりがちな学びの場  

 



 

今後、人工知能 AI の技能が上がってくると無くなる仕事が増えてくると言われています。 

コールセンターの窓口も機械であったり、レジもセルフになってきたりと、少しずつ仕事のスタイルの変化

を感じるようになりました。 

これは本当かも？ 

では、AI に敵わない部分をしっかりと育てておくべき。本来は AI も関係なく育てておくべき大切な部分。 

自分で考え、自分で行動し、人の気持に寄り添えること。 

ここに着目して考えられた教材です。 

自分で自分の人生をプロデュースしてほしい。 

望む人生を自由に描いて欲しい 

こんな子どもたちはいずれ 

人のお役に立てる存在 

社会に貢献できる人になる  

家庭での小さなきっかけで心豊かな社会の一員となる仲間を増やしていきたい 

違いが生かされる優しい社会になってほしい 

その小さなきっかけ作りをしていきたいと年月を重ね創り出された教材です。 

きっとお子さんを想うあなたの気持ちは伝わります。 

今日から一緒に楽しんで遊んでくださいね。それが一番、人の心を動かす教育です 

 

 



 

実際どんな子どもたちが増えているのか知っていますか？ 

保育の経験、また 14 年教室を開催している中で 

基本的生活習慣の未習得の子が多いこと。 

「できない」 

「やって」 

「教えてー」 

「面倒くさい」 

これ・・・年々。増えている。 

いや、20 年前から口癖の子たちはいた。 

それでも自己主張するだけまだいいと思っている。 

何も伝えることなく、意欲する感じられない子 

  

こんな子どもの姿を見た時に、どうやってこの先過ごしていくのだろう。 

もちろん、これから待っている様々な経験から学んでいくだろう。 

学んで欲しいと思っている。 

人はいつでも変わることができる。 

そう信じている。 

 3 歳で担当した子どもたちが成人式を迎える年から毎回、参列している地元の成人式 

今年で 7 年目になる。 

そこで出会う子どもたち 

話をするたび感じることは、3 歳当時の性格と劇的に変化している子は多くないのが現実。 

 たま～～～に、びっくりする変化をしている子を見つけると 

いつから？？？」「中学生ごろ」と変化の過程をリサーチしている笑 

 となったら・・・やっぱりできることは幼少期に育てておきたい。 

毎年、そう感じる成人式の参列である。 

 自分の力で変わりたい！！そう願うことを待っているなんて・・・ 

時間の無駄なんじゃないかな～。 

ということで、早速活用してくださいね。 



  

特典付き（オリジナルソング１曲＋解説 PDF） 

♫にょろにょろへびさん 

セット詳細 

 

指育フェルト 3 点セット（にょろにょろへびちゃん 7 匹・虹マット・草型縫い刺し） 

オリジナルソング１曲 

解説 PDF 

 

 


